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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】着崩れを防ぎ、着付け作業も楽になる衣紋抜き
を提供する。
【解決手段】衣紋抜きの部分１を従来の２倍程度の幅と
すると共に衿と一体化し、しっかり衣紋を取り付けるこ
とができるように、その中ほどの両脇に衣紋を止めるた
めのひも２を該衣紋抜きの部分１に直接付ける。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　衣紋抜きに直接ヒモを付ける事で、しっかり衣紋を止める為。
【考案の詳細な説明】
【考案の詳細な説明】

【考案が解決しようとする課題】
【０００１】
　今まで、衣紋抜きと称して着物を着たときの衣紋を止めるための襦袢に付ける付属布は
あったが、その効果はあまり優れた物ではなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００２】
　今まであった衣紋抜きの形に、衣紋を止めるためのヒモを直接付けた。
【考案の効果】
【０００３】
　衣紋をしっかり固定することで、着崩れを防ぎ、着付けの作業も楽になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　ヒモ付きの衣紋抜きの図である。衣紋抜きの適正な場所にヒモを付ける。
【符合の説明】
　１　衣紋抜きの部分
　２　ヒモの部分

【図１】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月16日(2008.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
衣紋抜きの中ほど両脇に直接ヒモを付ける事で、しっかり衣紋を止める事の出来る衣紋抜
き。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
今まであった衣紋抜きの形を今までの倍ほどの巾にして、衿としっかり一体化し、その中
ほどの両脇に、衣紋を止めるためのヒモを直接付けた。
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